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0挽。〃貨」軌Ⅴの脚  逝‡こ／（瘡 Oy』′′月gノⅤ   

市内在住の定年退職男性が中心となって、その誕生は年次別に構成されています。   

出身地は全国に亘り、サラリーマン時代に大阪や京都を通勤圏として、その居宅をたま   

たまこの近江八幡に構え、『終の栖』と決めた人が多い。   

永年勤めた会社の仲間達とも、定年退職をきっかけとして離れてしまうと、一人寂実感を   

感じるものです。そして地縁も血縁も少ない土地で、新たに地域のコミュニティに溶け込   

むきっかけとなったのが、市が主催する料理教室やパソコン教室です。   

まだまだ気力も体力もあり、そして人生経験も豊富な人達が、多忙なサラリーマン時代   

には全く気付かなかったこの地、近江八幡の豊かな自然環境と歴史・文化に触れて、こ   

の町で心豊かに充実した第二の人生を送る為、新しい仲間達と共に社会・地域に何か役   

立つ事がしたいという気持ちから発して、市民活動にその道を見出した人が大半です。  

勤め人としての責任や役割を終え、子育てからも解放され、さあこれからは自由気優   

に毎日を楽しく過ごしたい、これが本音であり、たまたまその対象となる活動が結果的   

にボランティア活動になっている事に気付きます。   

幸いにもここ近江八幡には、他所には無いほどの独自の地域特性（重要文化的景観全   

国第一号ほか）が多くあり、これに私達の新たな創意工夫を加える事で、更に豊かな町、   

そこに住む事が憧れられる町に生まれ変わる可能性を多分に持っています。  

自分が住むこのまち、近江八幡のブランドカ（住む人の誇り）を高めるために、少年時代の  

感性と旺盛な好奇心、フットワークで、新しい仲間達と『不良中年』しませんか？  

これまでの主な活動分野・内容  

l  

（【）  

lO八幡山公園上部の荒廃竹林・コナラ林の整備（毎月二回の作業）  

頂上部西の丸・北の丸の展望改良・竹柵、ベンチ設置   

○八幡山頂上の城址の石垣の清掃と植栽（毎月一回の作業）   

○ 白鳥川堤の雑草刈と桜並木の植樹、花の球根・種苗の植え付け（毎月二回の作業）   

○ 周辺の星山歩きルート走破と地域の歴史の学習（毎月一回）   

○ 小学校の卒業記念植樹（桜・・・八幡山公園）   

○ 近江商人屋敷の整備と町屋の活用   

○ ぴわ湖岸の環境整備（長命寺港先地区）（毎月一回）   

○ 八幡山縦走路の完全開通と整備  

み人／なでやれば労しい   

みメ／なでやれば郎いめの にとノが二鰭屠る   

みんなでやればよクでっかい夢を異質出芽る   

みんノをでやれぼ欝ぐノない   

ネスノをでやれ／ぱこ女房どめめ善：ぶ、  

そLて甜らヂで長生きあ厳粛る   

これぞ『人生の達人』への近道か‥‥・   

パソコンの初心者指導応援  ○ 絵画教室（水曜サロン）   

○ 市民タケノコ堀大会実施  

○ 八幡堀祭りへの協賛  

（資料館～京街道筋～観音山の頗成就寺までの竹行灯300本設置）  

○ 周辺の小川・水路のお魚調査（一部安土地区含む・琵琶湖博物館協賛）  

○ 西の湖の葦刈ボランティア  

○ 市の社会福祉協議会行事協賛（夏の福祉学放で竹細工教室指導・あそび指導）  

○ びわ湖でしじみ採り  

○ 市の環境フェスティバル・農業祭への出展（竹工作品の販売）  

○ おやじ喫茶で、各種行事にコーヒー廉価提供  

○滋賀県主催の『退職サラリーマンシニア活動FORUM』への活動展示パネル出展  

○映画『蕨野行 わらびのこう』の上映実行委貞会、10／29文化会館 於  
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。
 
 

「
保
全
活
動
を
す
る
う
貞
制
は
取
ら
ず
毎
回
参
加
ネ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
人
は
い
っ
ペ
ん
に
つ
な
 
 

ち
に
、
自
給
体
験
の
乏
し
レ
た
い
人
が
参
加
で
き
は
市
職
員
と
は
別
に
2
0
代
る
ん
で
す
ね
」
 
 

い
著
者
と
膚
者
と
の
交
る
、
い
打
ゆ
る
「
こ
の
指
の
常
勤
ス
タ
ッ
フ
も
3
人
（
整
憩
祉
士
・
池
永
 
蘭
が
活
発
に
な
や
里
山
と
ま
れ
」
方
式
を
採
用
し
配
置
す
る
。
 
 
 
佐
子
）
 
 

が
新
た
な
㌢
古
土
テ
ィ
た
。
片
2
回
の
活
動
日
に
 
結
成
か
ら
8
年
。
生
態
 
 

雇
に
は
涙
顔
る
三
間
続
き
 
 

要
望
蔀
あ
q
広
縁
か
ら
 
 

は
百
蓋
と
い
う
見
事
な
 
 

庄
園
が
苛
旬
こ
の
臆
薗
 
 

時
代
々
田
冊
家
が
作
厚
〕
 
 

－
近
莞
君
の
枯
山
水
で
 
 

日
本
贋
た
っ
ぷ
凰
 
 
 

葺
こ
の
 
 

由
緒
華
守
る
 
 

の
か
が
大
き
重
野
な
っ
 
 

て
い
額
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
 
 

大
蛍
童
声
垣
¶
往
民
 
 

を
中
心
に
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 
 

ア
萱
が
 
 

韓
疋
k
今
回
の
l
斉
業
が
 
 

望
云
掃
除
が
箆
た
じ
 
 
 

宅
日
ご
ろ
に
は
楽
し
 
 

い
お
括
－
姦
や
娼
弓
手
華
 
 

コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
歌
の
．
 
 

披
露
虐
萄
て
お
q
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い
た
ん
で
す
ね
」
 
 
 

本
業
は
東
近
江
市
役
所
 
 

職
員
。
現
職
の
「
花
と
緑
 
 

の
推
進
課
」
に
就
く
ま
で
 
 

は
財
務
畑
一
筋
だ
っ
ち
 
 

き
っ
か
け
は
「
行
政
マ
ン
 
 

で
は
な
く
、
住
民
の
一
人
ず
来
る
人
が
あ
り
ま
す
」
。
い
。
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
村
田
 
 

勝
三
さ
ん
は
「
老
後
の
生
草
 
 

が
い
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
 
 

み
ん
な
と
仲
良
く
琴
、
新
 
 

壷
芋
蛮
薬
篭
富
す
 
 

き
れ
い
に
な
偏
重
篭
り
 
 

萱
と
括
レ
て
い
る
。
 
 

平成・18年（2006  

12月29日墟  

で
炭
焼
き
を
す
る
。
現
地
6
0
0
0
－
8
0
0
0
 
 

で
料
理
し
た
同
じ
釜
の
飯
の
子
ど
も
た
ち
が
自
然
 
 

を
食
べ
る
。
「
参
加
も
自
験
学
習
な
ど
に
訪
れ
る
 
 

由
な
ら
遅
刻
も
早
退
も
白
段
差
の
少
な
い
フ
ラ
ッ
 
 

由
。
雨
で
も
台
風
で
も
括
な
森
に
は
、
車
い
す
利
 
 

動
は
中
止
し
ま
せ
ん
が
必
の
来
訪
者
も
少
な
く
 
 

こ
う
レ
零
 
 

館
蛋
層
要
請
生
遠
征
 
 

協
繊
会
能
登
川
支
所
で
は
 
 

「
職
員
一
同
み
な
さ
ん
の
 
 

杢
壷
だ
密
塾
胃
で
 
 

葛
こ
う
し
た
温
か
い
交
流
 
 

菅
六
切
隼
・
市
内
姦
の
つ
 
 

庭園の努定に集まった地域ボランティア   
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地域の中でお年寄りや  
享と宅の居場所つ＜りを   

県社協事務局次長 北川憲司氏の講演を受け地域  

に宅老所が必要と感じられたレイカディア大学修了  

生有志4名が民家を借りてお年寄りと子どもが一緒  

に集える宅老所「おいでやす！吉兵衛」を開設されま  

した。開催日時は毎週月曜日10時から16暗までです。  

お茶を飲みながら昔話に花を咲かせたり、お手玉で  

遊んだりする人もいます。いつ来て、いつ帰っても良  

い空間です。参加料は無料、お昼は弁当を注文するか  

自分で持ってくるか自由です。誰にも気がねなく参  

加できるそんな居場所づくりを目指してボランティ  

アー同意欲的に取組んでおられます。  

？  
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懐
か
し
い
生
活
道
具
を
見
て
、
生
き
生
き
と
会
話
す
 
 

る
お
年
寄
り
ら
。
自
然
に
美
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。
 
 

回
想
法
は
、
昔
懐
か
し
い
 
 

写
真
や
生
活
用
異
な
ど
を
用
 
 

い
て
埴
云
の
記
憶
を
思
い
出
 
 

し
、
語
盟
口
う
こ
と
で
脳
の
 
 

活
性
花
を
因
る
心
理
寮
法
で
、
 
 

介
護
予
防
や
認
知
症
ケ
ア
な
 
 

ど
に
効
果
が
あ
る
と
、
全
国
 
 

の
老
人
保
健
施
設
で
取
り
入
 
 

れ
ら
れ
曇
つ
に
な
っ
た
。
 
 

し
か
し
、
こ
の
回
禁
を
地
 
 

「
こ
れ
で
よ
く
遊
ん
だ
ね
ぇ
」
「
懐
か
し
い
な
～
ヽ
見
 
 

ず
知
ら
ず
の
人
た
ち
が
長
年
の
友
人
・
知
人
の
碁
つ
に
会
 
 

話
を
弾
ま
せ
る
不
思
議
な
力
〝
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
″
を
活
用
 
 

し
た
『
回
想
法
』
が
い
ま
、
老
人
保
健
施
設
な
ど
で
注
目
 
 

冴
真
電
高
齢
者
の
健
康
増
進
や
認
知
症
ケ
ア
な
こ
に
期
 
 

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
回
想
法
を
使
っ
た
全
国
 
 

で
も
新
し
い
試
み
が
、
能
登
川
町
立
博
物
館
（
甲
乗
近
 
 

江
市
立
能
筆
川
博
物
館
）
と
能
登
川
社
会
福
祉
協
襲
耳
 
 

（
同
毒
川
茜
で
始
ま
り
、
女
唱
福
叫
 
 

教
育
が
諒
と
な
っ
た
地
域
ケ
マ
か
行
わ
れ
て
い
竜
 
 

域
ケ
ア
に
観
み
込
む
目
治
体
 
 

は
少
な
く
、
能
筆
川
の
取
り
 
 

組
み
は
歪
的
。
 
 

同
博
物
館
は
、
捨
て
ら
れ
、
 
 

忘
れ
ら
れ
て
い
く
生
活
道
具
 
 

考
先
人
の
知
雷
と
文
化
、
 
 

技
楕
が
詰
ま
っ
堅
塁
要
な
資
 
 

料
と
し
て
収
集
し
、
未
来
に
 
 

活
か
す
塵
不
活
 
 

動
を
行
っ
て
お
 
 

り
、
約
一
万
点
 
 

（
う
ち
自
然
系
 
 

資
料
l
一
工
畠
 
 

と
い
う
資
料
を
 
 

一
つ
で
も
多
く
 
 

見
て
も
ら
お
つ
 
 

く
常
設
展
を
 
 

置
か
な
い
住
民
 
 

参
班
型
の
企
画
 
 

展
を
開
催
。
開
 
 

館
九
年
で
五
十
 
 

九
回
を
数
え
る
 
 

屈
指
の
開
催
数
 
 

を
誇
り
、
楽
し
 
 

そ
う
に
思
い
出
 
 

を
語
る
来
館
者
 
 

か
年
債
か
し
 
 

さ
を
福
祉
に
結
 
 

ぶ
「
回
想
法
」
 
 

を
考
え
た
。
 
 
 

ま
た
、
能
登
 
 

目指せ、「能登川方式」回想法  川
町
社
協
も
民
具
を
探
し
て
 
 

お
り
、
・
両
者
が
タ
イ
ア
ッ
プ
 
 

し
た
回
想
法
事
某
が
ス
タ
ー
 
 

ト
。
昨
年
二
月
に
は
、
全
 
 

国
の
丘
蓮
地
で
あ
る
変
知
県
 
 

師
膠
町
の
歴
史
民
俗
資
料
鰻
 
 

を
視
察
、
研
修
し
セ
。
 
 
 

こ
れ
ら
を
基
に
、
地
域
性
 
 

を
活
か
し
た
「
能
登
川
方
式
」
 
 

を
目
指
す
も
の
で
全
国
で
 
 

も
蓼
し
い
文
化
・
福
祉
・
教
 
 

育
の
一
体
活
動
を
行
う
。
 
 
 

大
き
な
特
徴
は
、
高
齢
者
 
 

を
館
に
招
く
の
 
 

で
は
な
く
、
学
 
 

芸
員
、
ケ
ア
ス
 
 

タ
ッ
て
地
域
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 
 

ら
が
出
掛
け
て
 
 

い
く
出
前
形
式
 
 

で
古
民
家
を
 
 

改
修
し
た
認
知
 
 

症
専
用
単
独
型
 
 

適
所
介
護
施
設
 
 

「
か
じ
や
の
里
 
 

の
新
兵
衛
さ
 
 

ん
」
や
、
子
ど
 
 

も
た
ち
の
声
が
 
 

届
く
能
登
川
乗
 
 

小
学
校
の
地
域
 
 

交
流
教
室
な
ど
 
 

を
利
用
す
る
。
 
 
 

こ
れ
は
、
地
 
 

域
に
近
く
、
よ
 
 

り
家
庭
的
な
雰
 
 

璽
割
の
な
か
で
 
 

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
も
ら
っ
一
 
 

が
ね
ら
い
。
お
年
寄
り
ら
‥
 
 

黒
葦
や
ラ
ジ
オ
、
蔓
 
 

ど
が
出
丁
く
る
た
び
に
盛
 
 

卜
が
り
、
実
際
に
使
い
な
 
 

ら
記
憶
を
た
ぐ
n
呑
せ
た
轟
 
 
 

現
在
は
月
二
回
の
開
催
 
 

が
、
今
後
、
各
自
整
睾
 
 

で
つ
く
ら
れ
て
い
る
「
小
 
 

城
サ
ロ
ン
」
に
出
掛
け
、
 
 

齢
者
と
子
ど
も
た
ち
が
遊
 
 

語
る
場
真
放
け
た
い
計
画
 
 

多
世
代
や
地
域
交
流
に
よ
 
 

り
に
 
 

同
館
窪
村
蘭
書
芸
 
 

は
「
み
な
さ
ん
か
ら
寄
贈
 
 

受
け
た
貴
重
な
資
料
が
、
 
 

示
以
外
で
有
効
に
宿
用
さ
 
 

ケ
ア
を
通
し
妄
だ
還
 
 

で
き
る
こ
と
は
非
常
に
あ
 
 

が
た
い
こ
と
で
雪
博
物
 
 

と
し
て
彗
思
い
出
を
聞
 
 

取
る
こ
と
で
組
み
寸
〒
 
 

や
使
用
方
法
が
分
か
り
、
 
 

ど
も
た
ち
の
撃
口
約
学
習
 
 

民
具
体
験
な
ど
に
も
役
育
 
 

て
い
き
た
い
」
と
話
し
合
 
 
 

厳
し
い
財
政
事
情
の
も
 
 

全
国
的
に
削
減
傾
向
に
薪
 
 

博
物
璧
手
業
だ
が
、
教
書
 
 

福
祉
な
ど
、
こ
の
よ
う
た
 
 

で
社
会
貢
献
で
き
る
こ
♪
 
 

憲
或
は
大
き
く
、
地
域
慣
 
 

鰻
と
し
て
の
活
用
は
ま
ゲ
 
 

だ
広
が
る
。
 
 
 

笠や手甲など、実際に使い毛  
．一 言‾1▲カン～・」． ′～ll血 L⊥ ■て  



旬
 
 
は
、
昭
和
卯
年
前
後
に
市
内
で
最
も
宅
地
 
 

N
P
O
法
人
 
お
か
え
り
ー
 
 
 

ー
ー
ー
1
1
．
－
－
－
1
－
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1
－
∫
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・
－
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－
◆
 
 

造
成
が
進
み
、
急
激
に
人
口
が
増
加
し
た
 
 

地
域
で
、
高
齢
化
率
は
最
も
低
い
（
1
4
・
 
 

9
％
）
。
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
多
く
、
 
 

今
後
一
気
に
高
齢
化
が
進
み
、
独
居
や
高
 
 

齢
者
世
帯
が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

お
か
え
り
の
所
長
の
吉
田
み
ゆ
き
さ
ん
 
 

は
市
民
病
院
の
青
笹
師
を
経
て
、
訪
問
者
 
 

建
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
紡
間
者
披
師
と
し
て
 
 

勤
務
し
て
い
る
と
き
に
認
知
症
の
人
と
出
 
 

会
い
、
地
域
の
問
題
を
考
え
る
よ
う
に
な
 
 

っ
た
。
「
地
域
に
お
通
し
し
た
い
」
と
の
恩
 
 

開
発
住
宅
嫡
の
民
家
改
修
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
 
 

デ
イ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
お
か
え
リ
 
 

「
お
か
え
り
」
の
あ
る
桐
原
公
民
館
区
域
 
 

－一一一‾‾‾、．．．＿／一－／   
デイケアハウスおかえり   ー

ー
～
 
 
 
I
l
t
∫
－
 
∫
●
 
＋
 
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
虹
の
あ
る
金
田
公
民
館
 
 

区
域
は
、
J
R
近
江
八
幡
駅
を
中
心
に
南
 
 

北
に
広
が
る
地
域
で
、
農
家
集
落
は
地
域
 
 

の
つ
な
が
り
が
強
い
が
、
集
落
の
約
9
割
 
 

は
乾
入
し
て
き
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
で
、
 
 

地
域
の
つ
な
が
り
は
希
辞
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

理
事
長
の
森
泰
子
さ
ん
は
、
元
市
職
員
。
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
行
う
た
め
に
早
め
 
 

に
退
職
し
、
そ
の
後
認
知
症
の
親
の
介
建
 
 

と
看
取
り
を
経
験
し
た
。
介
佳
者
と
し
て
 
 

の
苦
し
み
、
管
し
ん
で
い
る
本
人
の
気
持
 
 

ち
を
学
ん
だ
。
空
家
に
な
っ
て
い
た
農
家
 
 

の
住
宅
を
借
り
、
平
成
1
6
年
4
月
に
介
護
 
 

保
険
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
設
し
た
。
生
 
 

活
の
中
で
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
よ
う
に
、
 
 

上
が
り
か
ま
ち
な
と
の
段
差
は
残
す
な
ど
、
 
 

改
修
は
最
低
限
に
と
ど
め
た
。
 
 
 

こ
の
地
域
で
は
公
民
館
を
中
心
に
「
ま
 
 

ち
づ
く
り
協
淡
会
」
を
結
成
し
て
お
り
、
 
 

自
主
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
森
 
 

さ
ん
は
同
協
読
会
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
 
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
宅
老
所
虹
 
 

農
家
住
宅
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
 
 
 

N
P
O
法
人
 
虹
の
会
 
 

い
が
あ
り
、
平
成
1
2
年
に
市
が
主
催
し
た
 
 

「
地
域
介
護
カ
バ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
J
 
 

（
6
カ
月
間
で
1
5
回
の
実
践
構
座
）
に
参
加
 
 

し
た
。
平
成
1
5
年
、
自
宅
の
隣
の
家
を
退
 
 

職
金
で
買
い
取
っ
て
、
介
践
保
険
の
認
知
 
 

痘
専
用
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
設
し
た
。
1
8
 
 

年
4
月
か
ら
は
地
域
密
着
型
認
知
症
対
応
 
 

型
適
所
介
護
に
転
換
す
る
。
 
 
 

「
お
か
え
り
」
で
は
、
利
用
者
が
母
校
の
 
 

八
幡
小
学
校
の
牧
歌
を
い
つ
も
口
ず
さ
ん
 
 

で
い
た
の
で
、
小
学
校
に
依
頼
し
、
回
想
 
 

も
非
ね
て
み
ん
な
で
小
学
校
を
訪
れ
、
生
 
 

徒
と
一
緒
に
校
歌
を
歌
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
 
 

そ
の
経
験
は
楽
し
か
っ
た
思
い
出
と
し
て
 
 

記
憶
に
残
り
、
い
ま
ま
で
歌
う
こ
と
を
し
 
 

な
か
っ
た
ほ
か
の
利
用
者
ま
で
も
、
そ
れ
 
 

以
来
歌
を
歌
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
 
 

口
腔
ケ
ア
を
行
い
、
流
動
食
し
か
食
べ
ら
 
 

れ
な
か
っ
だ
利
用
者
が
普
通
の
食
事
が
で
 
 

－
－
－
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虹の合 理事長 森泰子さん  
「独居でもば知症でも、在宅で  
生活し続けることが理想だと患  
うが、さまざまな事情があるし、  
萩族だけに介柁を押し付けろわ  
けにもいかない．住み慣れた震  
で暮らし抑ナろことを寮族やケ  
アマネジャーやさまぎまな人と  
洩挟しながら手助けしていきた  
い」   

おかえり所長 青田みゆきさん  
「少しずつ地域との交流もで書てきて、rおかえりJの  

一わ方と個別に向き合うことを大切にして続けていき  
はす」  

l  

一
 
（
 
 

と
と
も
に
、
協
議
会
と
供
催
で
地
域
の
住
 
 

民
を
対
象
と
し
た
「
介
護
予
防
・
認
知
症
に
 
 

つ
い
て
」
の
捕
座
を
定
期
的
に
行
っ
た
り
、
 
 

自
治
会
行
事
に
参
加
し
た
り
し
て
、
地
域
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
も
一
役
買
っ
て
 
 

い
る
。
 
 

八
幡
公
民
館
区
域
は
、
市
の
ヰ
央
に
当
 
 

た
り
、
近
江
商
人
の
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
 
 

る
ほ
ど
商
業
が
栄
え
た
が
、
近
年
で
は
商
 
 

業
圏
は
駅
周
辺
に
移
っ
て
い
る
。
近
江
八
 
 

幡
の
象
徴
で
あ
る
古
い
街
並
み
が
残
っ
て
 
 

い
る
が
、
家
業
の
後
継
者
は
少
な
く
、
現
 
 

在
で
は
空
家
も
日
立
っ
て
き
て
い
る
。
 
 
 

「
あ
き
ん
ど
道
」
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
 
 

ー
は
、
天
保
5
（
1
8
3
4
）
年
に
建
て
ら
 
 

れ
た
町
家
（
そ
の
昔
は
料
理
旅
館
）
を
使
っ
 
 

て
い
る
。
N
P
O
法
人
し
み
ん
ふ
く
し
滋
 
 

賀
で
は
「
こ
の
地
域
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
 
 

が
、
遠
方
の
大
規
模
な
建
物
で
サ
ー
ビ
ス
 
 

を
利
用
し
て
も
な
じ
み
に
く
い
の
で
は
な
 
 

い
か
」
と
考
え
て
い
た
と
き
、
空
家
に
な
 
 

っ
て
い
た
建
物
を
商
店
街
会
長
の
紹
介
で
 
 

借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。
井
戸
な
ど
、
曹
 
 

の
雰
囲
気
を
残
し
た
ま
ま
、
内
装
を
使
い
 
 

や
す
い
よ
う
に
改
修
し
で
平
成
1
6
年
5
月
 
 

き
る
よ
う
に
も
支
援
し
た
。
 
 
 

家
族
の
要
望
に
応
え
て
、
緊
急
時
の
シ
 
 

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
保
険
外
）
も
実
施
し
て
い
 
 

る
。
菅
田
さ
ん
は
「
デ
イ
は
〝
よ
そ
い
き
の
 
 

顔
〝
な
ん
で
す
。
夜
間
に
あ
ず
か
っ
て
は
じ
 
 

め
て
、
家
族
の
方
の
大
変
さ
が
わ
か
り
ま
 
 

し
た
」
と
語
る
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
介
 
 

護
家
族
の
会
も
始
め
た
。
そ
の
ほ
か
、
地
 
 

域
と
の
交
流
を
図
る
た
め
の
”
お
茶
を
楽
し
 
 

む
会
〟
（
地
元
の
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
 
 

ど
も
参
加
）
や
、
班
師
に
来
て
も
ら
っ
て
認
 
 

知
慮
の
啓
発
会
 
 

を
開
く
な
ど
、
 
 

「
お
か
え
り
」
 
 

が
”
地
域
の
財
 
 

産
″
と
な
る
べ
く
 
 

活
動
を
展
開
し
 
 

て
い
る
。
 
 

ビ  
ス  

あ
き
ん
ビ
運
デ
イ
サ
ー
 
 

N
P
O
法
人
 
し
み
ん
ふ
く
し
滋
賀
 
 

ス
ペ
ー
ス
た
ま
り
場
 
 

セ
ン
タ
ー
と
 
 

′
・
－
－
1
．
一
 
／
 
 
 
一
 
－
－
I
l
、
 
 

7
■
 
0
年
の
町
家
 
 

、一－一一→ 、－▲－〆一■・－・・・・－・一・  

栄牙士がメニューを考え、仰が地元の食材を使って作った  
お呈ご飯はとてもおいしい。利用壬も配膳を手伝う  に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
 
 
 

利
用
者
は
、
昼
食
や
 
 

入
浴
な
ど
の
ほ
か
、
建
 
 

物
を
出
れ
ば
す
ぐ
に
商
 
 

店
街
と
い
う
利
点
を
生
 
 

か
し
て
、
買
い
物
や
散
 
 

髪
に
商
店
街
を
利
用
す
 
 

る
の
で
商
店
街
の
活
性
 
 

化
に
も
ー
役
買
っ
て
い
 
 

る
。
ま
た
、
玄
関
ホ
ー
 
 

ル
の
部
分
（
ス
ペ
ー
ス
 
 

た
ま
り
場
）
は
、
地
域
 
 

住
民
や
観
光
客
の
休
息
 
 

場
所
、
交
流
施
設
と
し
て
開
放
し
て
い
る
。
 
 

あ幸んど遭 所長  
大林喜代子さん  
「地域密書剋小規棋多機能型居  
宅介托への転換を考えてい主す  
が、現在の利用者は比較的線度  

の人が多いので、撞宮上は離し  

い面もかノます．どうするのがよ  

いのか、あるべき婆をもとめて渓  

索しています」  

あきんど道デイサービスセンター  

朗〃／○わ・乃∽JoJ∫〟血   




